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東
京
五
輪
開
催
ま
で
一
年
と
な
る
7
月
24
日
、
首
都
圏

の
建
設
労
働
組
合
は
国
土
交
通
労
組
等
と
共
に
関
連
施
設

で
宣
伝
を
実
施
。
五
輪
大
会
を
通
じ
て
技
能
労
働
者
の
抜

本
的
な
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

全
労
連
・
全
国
一
般
東
京
は
、

7
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
武

蔵
嵐
山
で
、
夏
季
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

全
国
一
律
最
賃
制
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
低
生

計
費
調
査
等
を
通
し
て
、
私
た

ち
の
職
場
の
非
正
規
労
働
者
や

若
年
労
働
者
が
貧
困
の
中
に
あ

る
こ
と
を
実
感
。
「
職
場
か
ら

格
差
と
貧
困
を
な
く
そ
う
」
を

合
言
葉
に
、
第
53
回
夏
季
学
習

会
を
約
40
人
で

開
催
し
ま
し

た
。萩

原
伸
次
郎

氏
（
横
浜
国
立

大
学
名
誉
教

授
）
の
、
「
Ｇ

20
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
後
の
世
界
の

経
済
」
、
佐
々

木
亮
氏
（
旬
報

法
律
事
務
所
・

弁
護
士
）
の
、

東
京
都
水
道
局
の
子
会
社
・
Ｐ

Ｕ
Ｃ
分
会
の
限
定
正
社
員
制
度

導
入
と
の
闘
い
を
事
例
に
し
た

「
差
別
是
正
を
都
労
委
と
組
織

拡
大
で
突
破
」
、
遠
藤
公
嗣
氏

（
明
治
大
学
教
授
）
の
、
「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

に
果
た
す
労
組
の
役
割
」
、
以

上
3
つ
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。ま

た
全
員
参
加
で
「
要
求
実

現
の
た
め
の
争
議
と
組
織
化
ミ

ニ
シ
ン
ポ
〜
労
働
組
合
の
過
去

現
在
未
来
」
を
開
催
。
互
い
の

職
場
活
動
へ
の
質
問
や
ア
ド
バ

イ
ス
合
戦
と
な
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
や
大
企
業
職
場
、

今
年
支
部
を
再
建
し
た
ば
か
り

の
若
い
層
等
か
ら
「
テ
レ
ビ
で

は
絶
対
放
送
し
な
い
ア
メ
リ
カ

と
中
国
を
見
据
え
た
世
界
情
勢

を
大
局
的
に
捉
え
な
い
と
、
と

思
っ
た
」
「
職
場
に
持
ち
込
ま

れ
た
格
差
と
貧
困
と
ど
う
闘
う

か
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
め
た
」「
非

正
規
や
初
任
給
の
要
求
を
正
規

が
闘
う
意
味
が
分
か
っ
た
」「
労

働
組
合
の
過
去
現
在
未
来
の
話

し
は
、
前
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
と
感
じ
た
」「
法
律
に
頼

る
の
で
な
く
活
動
の
中
で
生
か

し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
」
等
、

多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

（
全
労
連
・
全
国
一
般
東
京

龍
前
房
志
）

五輪施設の前で労働者にチラ
シを配布する参加者（7／24）

安
全
対
策
の
徹
底
は
急
務

東
京
五
輪
の
施
設
整
備
で

は
、
23
歳
の
青
年
の
過
労
自
死

（
新
国
立
競
技
場
）
や
ク
レ
ー

ン
車
の
台
座
旋
回
中
に
足
場
と

挟
ま
れ
圧
死
（
31
歳
、
晴
海
選

手
村
）
等
2
件
の
重
大
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
国
際
建
設

林
業
労
組
連
盟
（
Ｂ
Ｗ
Ｉ
）
と

全
建
総
連
の
合
同
調
査
で
は
、

「
作
業
中
、
頭
上
で
ク
レ
ー
ン

が
数
ト
ン
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

材
を
吊
り
下
げ
て
い
た
。
恐
ろ

し
く
な
っ
た
。
（
型
枠
工
）
」

「
仮
設
電
気
が
外
さ
れ
、
暗
所

作
業
で
ケ
ガ
を
し
た
。
（
設
備

工
）
」
等
、
引
き
続
き
労
働
者

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
建
設
産

業
の
一
大
転
換
を

小
池
都
知
事
は
、
所
信
表
明

演
説
で
東
京
五
輪
を
「
ハ
ー
ド

（
箱
も
の
）
か
ら
ソ
フ
ト
（
人

間
ら
し
い
生
き
方
を
創
造
す

る
）
を
次
世
代
へ
財
産
と
す
る

大
会
」
と
、
持
続
可
能
な
産
業

育
成
を
高
ら
か
に
宣
言
。
し
か

し
、
建
設
技
能
者
不
足
は
深
刻

で
、
そ
の
背
景
に
は
低
賃
金
や

日
給
月
払
い
制
、
有
休
も
無
い

労
働
環
境
が
あ
り
ま
す
。
都
は

率
先
し
て
発
注
現
場
に
足
を
運

び
実
態
把
握
す
べ
き
で
す
。

東
京
土
建
等
で
は
、
2
年
前

か
ら
定
期
的
な
現
場
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、

五
輪
建
設
に
携
わ
っ
た
建
設
労

働
者
の
五
輪
入
場
行
進
を
求

め
、
五
輪
組
織
委
員
会
や
自
治

体
請
願
を
行
い
、
品
川
区
と
西

東
京
市
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

技
能
者
の
社
会
的
有
用
性
を
広

く
国
民
に
発
信
し
、
業
界
を
変

え
る
力
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

技
能
と
経
験
に
見
合
う
賃
金
の

実
現
を
め
ざ
す

「
東
京
五
輪
の
成
功
は
、
建

設
技
能
者
の
存
在
な
く
し
て
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。技
能
や
経
験
、

資
格
に
見
合
う
賃
金
引
き
上
げ

を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
、
チ
ラ
シ
を
受
け
取
る
作
業

員
の
反
応
も
良
好
で
す
。
「
現

場
が
暗
い
（
新
国
立
競
技
場
）
」

「
長
谷
工
で
法
定
福
利
費
が
も

ら
え
な
い
（
晴
海
選
手
村
）
」

「
更
衣
室
が
欲
し
い
」
と
現
場

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
一
つ
を
改
善
に
つ
な
げ
、

若
者
が
希
望
も
っ
て
入
職
で
き

る
建
設
産
業
を
築
く
た
め
に
首

都
圏
労
組
は
、
残
り
1
年
間
、

官
民
の
垣
根
を
越
え
て
運
動
展

開
を
す
す
め
ま
す
。

【
東
京
土
建

中
村
修
一
】

佐々木亮弁護士の講演を
熱心に聞く参加者

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
八
王

子
分
会
は
、
18
年
1
月
か
ら
19

年
6
月
ま
で
毎
月
、
宣
伝
カ
ー

音
だ
し
宣
伝
と
街
頭
署
名
（
駅

・
団
地
・
ス
ー
パ
ー
前
な
ど
）

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

毎
回
、
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗

で
ア
ピ
ー
ル
し
署
名
を
訴
え
ま

し
た
。
最
初
の
頃
は
、
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
安
倍
政
権

の
外
交
の
影
響
も
あ
り
、
「
外

交
で
は
無
理
、
無
責
任
だ
！
安

倍
支
持
だ
」
等
の
悪
罵
も
あ
り

ま
し
た
が
、
「
森
友
・
加
計
学

園
」
疑
惑
の
頃
に
は
「
ア
ベ
は

許
せ
な
い
、
辞
め
さ
せ
ろ
」
と

署
名
す
る
人
が
増
え
、
政
治
情

勢
が
署
名
に
反
映
す
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宣
伝

日
が
雨
や
雪
、
夏
の
炎
天
下
も

必
ず
街
頭
署
名
を
実
施
し
、
毎

回
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

宣
伝
で
の
署
名
1
5
7
筆

と
、
分
会
員
が
集
め
た
署
名
は

合
わ
せ
て
2
9
8
筆
。
分
会
目

標
は
達
成
し
ま
し
た
が
、
3
0

0
0
万
人
の
署
名
達
成
ま
で
引

き
続
き
頑
張
る
決
意
で
す
。

日
野
労
連
は
毎
月
、
幹
事
会

の
開
催
時
間
前
に
、
Ｊ
Ｒ
日
野

駅
頭
で
宣
伝
を
行
っ
て
い
ま

す
。
3
0
0
0
万
人
署
名
の
到

達
数
は
、
7
月
中
旬
で
1
0
7

0
筆
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
5
月
5
日
の
子
ど
も

の
日
に
は
、
無
料
開
放
さ
れ
た

多
摩
動
物
園
の
前
で
、
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
憲
法
東
京
共

同
セ
ン
タ
ー
作
成
）
を
11
人
で

配
布
し
ま
し
た
。
「
平
和
で
こ

そ
動
物
園
で
楽
し
め
ま
す
。
戦

争
中
に
は
象
も
危
険
と
し
て
殺

傷
さ
れ
ま
し
た
」
と
の
呼
び
か

け
に
、
幼
い
男
の
子
を
連
れ
た

母
親
は
「
子
供
が
戦
争
に
行
か

さ
れ
る
の
は
嫌
だ
」
、
孫
と
一

緒
の
高
齢
婦
人
は
「
憲
法
9
条

は
守
り
た
い
」
、
普
段
チ
ラ
シ

を
取
ら
な
い
若
い
世
代
も
「
平

和
が
良
い
」
と
次
々
に
受
け
取

り
、
2
5
0
0
人
に
届
け
ま
し

た
。5

月
18
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
豊
田

駅
北
側
の
Ｕ
Ｒ
住
宅
な
ど
合
計

33
棟
1
8
0
0
戸
に
、
署
名
用

紙
・
着
払
い
返
信
用
封
筒
・「
署

名
の
お
願
い
」
を
セ
ッ
ト
し
た

ポ
ス
ト
イ
ン
行
動
を
9
人
で
実

施
し
ま
し
た
。
各
自
が
1
5
0

〜
2
0
0
の
セ
ッ
ト
と
地
図
を

手
に
、
短
時
間
で
効
率
的
に
行

い
ま
し
た
。
返
信
署
名
数
は
約

70
筆
に
達
し
て
い
ま
す
。

多摩動物公園前で（5／5）署名を呼びかける組合員

前
に
て
宣
伝
行
動
を
実
施

し
、40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

原
告
団
、
弁
護
団
、
支
援
連
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
代
表
が
裁
判

の
勝
利
を
訴
え
ま
し
た
。
熊

本
訴
訟
支
援
に
取
り
組
む
仲

間
も
駆
け
つ
け
、
連
帯
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

宣
伝
後
、
口
頭
弁
論
、
報

告
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
加
盟
組
合
の
定
期
大
会
】

出
版
労
連
第
1
3
3
回
大
会

7
月
12
日
、
エ
デ
ュ
カ
ス

東
京
で
開
催
。
委
員
長
に
酒

井
か
を
り
さ
ん
、
書
記
長
に

木
村
広
さ
ん
。

全
印
総
連
東
京
地
連
第
1
7

3
回
大
会

7
月
20
日
、
全
印
健
保
会

館
で
開
催
。
委
員
長
に
柳
澤

孝
史
さ
ん
、
書
記
長
に
嶋
岡

聡
さ
ん
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
地
本
第
62

回
大
会

7
月
24
日
、
ラ
パ
ス
ホ
ー

ル
で
開
催
。
委
員
長
に
川
口

英
晴
さ
ん
、
書
記
長
に
野
中

祐
一
さ
ん
。

村
山
大
和
地
区
労
第
11
回
大

会
7
月
25
日
、
東
京
土
建
村

山
大
和
支
部
会
館
で
開
催
。

議
長
に
相
山
昇
司
さ
ん
（
東

京
土
建
村
山
大
和
支
部
）
、

事
務
局
長
に
大
西
奈
緒
美
さ

ん

（
東
大
和
市
職
労
）
。

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン

東
京
地
本
第
8
回
大
会

7
月
27
日
、
渋
谷
区
立
勤

労
福
祉
会
館
で
開
催
。
委
員

長
に
田
中
孝
史
さ
ん
、
書
記

長
に
福
田
秋
彦
さ
ん
。

三
多
摩
労
連
第
29
回
大
会

7
月
27
日
、
北
多
摩
西
教

育
会
館
で
開
催
。
議
長
に
芳

賀
次
郎
さ
ん
（
立
川
労
連
議

長
）
、
事
務
局
長
に
杉
本
正

巳
さ
ん
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京

西
部
地
協
）
。

年
金
者
組
合
東
京
都
本
部
第

31
回
大
会

8
月
1
日
、
と
し
ま
産
業

振
興
プ
ラ
ザ
で
開
催
。
委
員

長
に
杉
山
文
一
さ
ん
、
書
記

長
に
野
口
洋
子
さ
ん
。

東
京
五
輪
開
会
１
年
前

毎月、幹事会前に
平和宣伝を実施

賃
上
げ
・
安
全
対
策
強
化
な
ど
求
め

首
都
圏
の
建
設
労
組
な
ど
が
宣
伝

―日野労連―

３
０
０
０
万
署
名
に
奮
闘

昨
年
１
月
か
ら
毎
月
宣
伝

職場の「格差と貧困」と闘おう

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
八
王
子
分
会

全労連・全国一般東京 夏季学習会


